
発達性読み書き障害とは、聞いて理解することや、
発話で伝えることは問題がないにも関わらず、
文字や文章を読む・書くことに困難のある障害です。
ある日、ボランティアセンターに、この障害のある
お子さんを持ったお母さんから相談が入りました。
お母さんの訴えを聞き、まずは自分たちが
その障害を知ろう！ そして地域のみなさんにも伝えよう！
との思いで2022年に第１回シンポジウムを開催しました。
そして500人超の参加者からいただいた「また聞きたい」

「先生にも聞いてほしい」という声にお応えし、
2023年も開催することになりました。
当事者、保護者、教育関係者、福祉関係者、そして地域のみなさん、
みんなで私たちに何ができるかを考えてみませんか。

～障害を知り、私たちに何ができるかを考える～

会場またはオンラインからお選びいただけます。くわしくは、裏面をご覧ください。

発達性ディスレクシアの基礎知識と体験談
～当事者だからわかること～

誰にとっても暮らしやすい地域に
～『合理的配慮』ってなんだろう～



会場またはオンラインからお選びいただけます。

私たちが、まずは「知る」こと。
それが大きな力になります！
ご参加お待ちしています。

埼玉県生まれ。高校生の時に発達性ディスレクシアと判定。現在
は言語聴覚士として中野区の療育センターに勤め、個別療育、保
育所等訪問事業に携わっている。日本ディスレクシア協会、神奈
川LD協会、第1回ディスレクシアデイをはじめ、学校、保育園、福
祉施設などで、実体験をもとに当事者の視点と支援者の視点を
掛け合わせた講演活動を行っている。
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&ボラセンよりひとこと

〆切 6月13日[火]

電話またはFAXでお申込み下さい

※点字資料その他配慮が必要な方は6月2日[金]までにお問合せ下さい


